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研究成果の概要（和文）：近年、コンピュータ適応型テストが実用化されてきており、実際に利用されている。
しかし、教育や臨床心理の現場では、一部を除き、依然として、紙筆テストしか行われていない。そこで、本研
究では、教育や臨床心理の現場で、タブレット端末を用いて、コンピュータ適応型テストを容易に行うことがで
きる汎用的なテストシステムの開発を行った。本システムにより、教育や臨床心理の現場で、コンピュータ適応
型テストを容易に実施することが可能となった。

研究成果の概要（英文）：To administrate computerized adaptive testing (CAT), test administrators 
need to develop testing system. This causes a barrier to utilize CAT in educational or clinical 
psychology field. Therefore we developed general purpose computerized adaptive testing system for 
tablet device. Teachers and researchers have not administrated CAT easily before. However this 
system is possible to carry out CAT using tablet device.

研究分野：テスト理論

キーワード： コンピュータ適応型テスト
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、コンピュータの普及によりテストの
分野でも、コンピュータ適応型テストが実用
化されている。コンピュータ適応型テストは、
コンピュータを用いて受験者の反応に応じ
て、問題を選択して出題するようなテストで
ある。単純化して考えた場合には、ある問題
を受験者に対して出題した後で、それに対す
る解答が正答であった場合には、より難しい
問題が次回の問題として出題されることに
なり、また、誤答であった場合には、より易
しい問題が出題されることになる。このよう
に、受験者の能力を推定しながら、受験者の
レベルにあった問題を選択し出題するため、
簡単すぎる、あるいは難しすぎるなど、無駄
な問題を減らすことができる。 
コンピュータ適応型テストの長所は、通常
のテストと比較して、少ない問題数で高い測
定精度が得られることである。このため、試
験時間が短く、受験者の負担も少なくなる。
また、採点をしながら、テストが実施される
ため、終了後すぐに受験者に結果を返すこと
ができる。そして、解答時間の記録も行える。 
コンピュータ適応型テストは、企業が実施
しているテストで実際に利用されている。具
体的には、英語テストである CASECや、採
用試験で利用されている適性試験である SPI
などがある。 
しかしながら、教育や臨床心理の現場など
が主導の形では、あまり導入されていない。
これは、コンピュータ適応型テストを開発す
るためには、テスト理論についての専門知識
やシステム開発の能力が必要だからである。
仮に、テスト理論の知識があっても、システ
ム開発を外部に委託した場合には、特にユー
ザインターフェース部分の開発に、かなりの
経費が必要となる。 
そこで、私が研究代表者となった平成 17
～19 年度若手研究(B)「小規模テストのため
の汎用型コンピュータ適応型テストシステ
ムの開発」と平成 20～24 年度基盤研究(C)
「Web ベースの汎用型コンピュータ適応型
テストシステムと新しい項目反応モデルの
開発」では、教育の現場や臨床心理の現場な
どで容易に利用可能な汎用的なコンピュー
タ適応型テストシステムの開発を行ってき
た。そして、いくつかの教育研究機関の研究
者から、その機関で行っているテストを、こ
のシステムにのせることはできないかとい
う引き合いをいただいた。これらの共同研究
を通じて、これまで開発を行ってきたシステ
ムは、教育、学習を行った効果を測るための
テストや心理テストなどの現場で行うテス
トに、特に有用なシステムであることがわか
った。 
これらの共同研究で使用してきたシステ
ムは、アプリケーションをハードディスクや
USBメモリーなどに入れておき、パーソナル
コンピュータを用いて、実施する形態である。
これを、タブレット端末で利用可能なシステ

ムとすることを考える。 
タブレット端末とは、小型、薄型で画面を
タッチペンや指で触り、操作する端末である。
タブレット端末の長所は、携帯可能でいつで
もどこでも利用できる点である。インターネ
ットへの接続も可能であるが、接続できない
環境でも利用可能とするために、スタンドア
ローンで動作する形態を目標として、開発を
行う。 
また、タブレット端末を利用したテストで
は、これまでのコンピュータテストにはない、
特長がある。例えば、数学のテスト問題（図
を使った問題や計算問題）を解く際に、紙の
問題用紙であれば、それに書き込みながら、
解答を導くことができる。しかし、これまで
のコンピュータテストでは、画面を見ながら
解くため、それができず、別に計算用紙を用
意するなどの措置が必要であった。 
しかし、タブレット端末であれば、出題し
た問題の画面に、タッチペンなどで線を書き
加えることができる。これにより、これまで
の紙を使ったテストの利点とコンピュータ
テストの利点を併せ持つ、テストシステムと
することができる。 
もし、タブレット端末で容易に、コンピュ
ータ適応型テストを行うことができるよう
になれば、教育の現場や臨床心理の現場など
で利用する場面が増えるはずである。本研究
では、これまでの研究成果を一歩進め、教育
や臨床心理の現場で、より使いやすいシステ
ムの開発を行うこととする。 
 
２．研究の目的 
本研究では、これまでに開発を行ってきた
汎用的に利用可能なコンピュータ適応型テ
ストシステムを、タブレット端末で実行可能
なものにする。また、携帯して実施可能とい
う利点を生かすために、いわゆるテストとい
う意味合いだけではなく、学習用の教材とし
て利用しやすいシステムとすることも考え
る。 
適応型テストでは、受験者の解答に合わせ
て、その都度、出題する問題を選びながら、
テストが実施される。つまり、受験者の能力
が上がるに連れて、それに合った難易度の問
題が出題されることになり、出題される問題
が変わってくる。これにより、テストとして
だけではなく、自宅学習のためのドリルとし
ての利用も期待される。例えば、解答するご
とに、採点結果や能力の推定値を受験者にフ
ィードバックすることで、学習意欲を向上さ
せることができると考えている。 
また、システム自体が容易に利用可能であ
ることも重要である。既存のテスト問題を容
易にシステムに組み込むことができるよう
にしなければならない。これまで開発してき
たシステムでは、Microsoft Word文書や画像
ファイルとして問題文を作成するだけで、運
用が可能である。これと同様の仕組みを、タ
ブレット端末でも利用可能なものとするこ



とも目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、能力値の推定や出題する問題
の選択には、これまでに開発してきたアルゴ
リズムを利用する。利用可能な項目反応理論
のモデルは、ロジスティックモデルとする。
能力値の推定には、ベイズ EAP 推定量を用
いる。問題は、期待事後分散が最大となるも
のを選択し、出題する。 
また、目的にも書いた通り、システム自体
が容易に利用可能であることも重要である。
既存のテスト問題を、容易にシステムに組み
込むことができるようにしなければならな
い。 
例えば、Microsoft Word 文書として保存さ
れている問題文を用いて、コンピュータ適応
型テストを行えるようにする必要がある。そ
のため、パーソナルコンピュータとタブレッ
ト端末を連携させて運用可能なシステムの
開発を行う。 

 

図 1: 実施画面 
 
４．研究成果 
これまでに開発を行ってきた汎用的に利
用できるコンピュータ適応型テストシステ
ムを、タブレット端末でも利用可能なものと

した。本研究で開発を行ったシステムは、ス
マートフォンでも利用可能である。実施画面
を、図 1に示す。 
利用者は、まず、問題文を画像ファイルと
して用意する。問題の難易度など、適応型テ
ストを行うために必要な情報は、テキストフ
ァイルで用意する。 
タブレット端末には、今回、開発を行った
コンピュータ適応型テストシステムのアプ
リを、インストールする。そして、パーソナ
ルコンピュータと接続し、問題文と問題情報
のファイルを、タブレット端末に転送するこ
とで、実施が可能となる。 
実施するテストを変更する際には、テスト
問題と問題情報を転送し直し、入れ替えるこ
とで、別のテストを実施できるようになる。
このように、利用者自身で、使用するテスト
を入れ替えられるようにすることで、教育や
臨床心理の現場で、より使いやすいシステム
の開発を行うことができた。 
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